






















析した。その成果は今日なお有用である。Haruhiro Fukui（福井治弘）“Tanaka Goes to Peking” in 
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しており、米国は中国と同様に自衛隊の海外派兵に反対している」と述べて説得したこと
が日中の和解を導いたのではなかろうか―正常化交渉の蔭の立役者ともいうべき外務官
僚・橋本恕の回想で本稿を締めくくることとしよう。
　1971年秋の国連総会で、外務省は国務省と協力して台湾の議席維持に奔走した。
その真最中にキッシンジャー二度目の訪中だ。ニクソン＝キッシンジャーは国務省と
「二元外交」をしていた。秘密訪中したキッシンジャーと周恩来の会談内容は、全く
つかめなかった。72年２月のニクソン訪中は正式な国交樹立ではなかった（正式国
交は79年１月）。日本は賠償や日華条約の問題で、アメリカより複雑な事情を抱えて
いた。あの戦争で日本は中国を侵略した国、アメリカは同盟国。しかし、田中訪中で、
日本は一気に国交正常化まで行ったと僕らは誇りに感じていた、もちろん政治家達も
ね。最近になって周＝キッシンジャーの会談録を読み、やっと「戦略」という言葉の
意味が見えてきた。角さんも竹入さんも彼ら二人の手のひらでいいように動かされて
いたということかもしれないな103。
キーワード　日中国交正常化、公明党、創価学会、竹入メモ、キッシンジャー＝周恩来会
談
（BESSHI Yukio）
103　関係者面接・橋本（2001年）。
